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「ともに生き　ともに創る　彩りのまち調布」
の実現に向けて

令和５年度の市政経営

令和５年第１回市議会定例会で、長友市長は、令和５年度に
おける市政経営の基本的な考えを表明しました。要旨は次の通
りです。内容の全文は基本的施策として、市ホームページ、公
文書資料室（市役所４階）と市内各図書館でご覧になれます。
■問企画経営課☎481－7368

令和5年度の基本的施策

1
令和５年度の位置付け 諸課題への対応

予算編成に当たって

まちづくりの基本理念に基づく
取り組み

　昨年は、多くのイベントや事業を通じて、
再びまちに活気とにぎわいをもたらし、市民
生活にも明るい兆しが感じられるようになり
ました。今後は、市民の健康管理に最善を尽
くす中で、意識の上では「脱コロナ」が可能
となるよう社会環境の好転に期待を寄せなが
ら、市民の皆様に呼び掛けていきます。
　今年度は、新たな総合計画（基本構想、基
本計画）に基づく取り組みの初年度でありま
す。その中で、市民の皆様に少しでも明るい
展望を感じてもらえるよう、引き続き、市民
生活を大切にすることを原点に据え、新たな
基本構想に掲げたまちの将来像「ともに生き　
ともに創る　彩りのまち調布」の実現に向け
て堅実にスタートを切ります。

市民生活の支援
　さまざまな要因により、支援を必要とする
方に寄り添いながら、生活に安心感をもたら
せるよう取り組みを推進します。

中心市街地の整備
　まちの骨格づくりが大きな節目を迎える中、
中心市街地における都市基盤整備の効果を最
大限に発現させるため、地域資源を活用し、
にぎわいやうるおいのあるまちづくりに取り
組みます。

ゼロカーボンシティの実現
　相当な努力を要する目標の達成に向け、行
政における率先した行動はもとより、市民や
事業者などと連携・協力しながら、オール調
布で取り組みます。

行政のデジタル化
　施策の効果的・効率的な推進や市民生活の
利便性向上など、地域課題の解決に向けて、
多様な主体と連携しながら、行政のデジタル
化を加速させます。

　基本構想では、まちづくりの基本理念とし
て、「個の尊重」、「共生の充実」、「自治の発展」
を掲げています。パラリンピックを契機に「パ
ラハートちょうふ」を掲げ、障害理解の促進
や、共生社会の充実に取り組んできました。
これらを継承・発展させていきます。
　また、調布市非核平和都市宣言から40年の
節目に当たり、他自治体との連携や子どもた
ちの被爆地への平和派遣など、平和の尊さを
次世代へ継承する取り組みを推進します。
　このほか、市独自の新たなパートナーシッ
プ宣誓制度の運用をはじめ、多様な性に対す
る理解醸成を図ります。また、男女共同参画
社会の形成に向けて男女が社会のあらゆる分
野でお互いを尊重し、自分らしく、安心して
暮らせるまちづくりに取り組みます。

　複数年次の視点を踏まえつつ、市民の安全
・安心の確保と市民生活支援に継続的に取り
組みます。また、財政の健全性を維持しなが
らさまざまな財政需要に対応するため、あら
ゆる角度からの歳入確保と経費縮減に取り組
む中で、次期基本計画との整合や重要課題へ
の対応を図ることとしました。
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